
【様式】 

令和６年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（ 三重県立上野高等学校（定時制） ） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 

・ 生徒が学びがいを実感する学校 

・ 保護者・地域が頼りがいを実感する学校 

・ 教職員が働きがいを実感する学校 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

・ 挨拶を大切にする生徒 

・ 気づきを大切にする生徒 

・ 命を大切にする生徒 

ありたい 

教職員の姿 

・ 自由闊達な職場風土の中で協働と研修を通して職能成長を図る教職員 

・ 生徒の成長に使命と情熱を感じる真の教育専門職を目指す教職員 

 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

＜生徒＞ 

確かな学力の育成と進路希望を実現し、居場所のある安心安全な学校 

＜保護者＞ 

一人ひとりを大切にし、学力や社会性が身につく学校 

＜中学校＞ 

一人ひとりの生徒の個性を生かし伸ばしていく学校 

＜地域・企業・事業主＞ 

基礎学力、社会性、協調性、コミュニケーション力など調和のとれた生徒を育成する

学校 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜保護者＞ 

一人ひとりを大切にした教育と進路実

現 

＜事業主＞ 

社会人としての教養やマナーの定着 

＜保護者＞ 

教育活動への理解と協力 

＜中学校＞ 

支援の必要な生徒への情報共有や連携し

た指導 

＜地域の関係機関＞ 

生徒の実態理解と支援 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

・ 定時制では、外国籍の生徒や不登校を経験した生徒など多様な生徒が学んでい

るが、そのことを強みに捉え、多様な生徒との関わりから人間関係の築き方を学

ぶことを通して、社会に出て活躍する力を育成して欲しい。 

・ 定時制は、多様な生徒の居場所になっている。今後も、中学校や地域との連携を

深めて教育をして欲しい。 

・ 日本語指導の更なる充実について、中学校・地域からの期待は高い。 

 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

・ 不登校経験のある生徒や外国人生徒の増加に伴い、生徒同士や教職員に対する

コミュニケーション能力の育成や日本語教育が必要である。 

・ 成人生徒の入学や他校からの転・編入生徒が増加する中、本校の教育にうまく適

応できる環境の整備に取り組む必要がある。 

 



学校運営等 

・ 家庭における経済的な困窮や教育力の低下、家庭基盤の脆弱な生徒の増加に対

応するために外部機関と連携した取組を進める必要がある。 

・ 多様化する生徒や保護者に対応するため、教職員の研修の機会を確保し、様々な

研修を通して教職員の資質の向上に取り組む必要がある。 

 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

・ 自立心を持った生徒を育む教育活動の推進 

・ 生徒一人ひとりの進路実現を目指した取組の推進 

・ 主体的・協働的な態度、他者と共生する力の向上に向けた取組の推進 

学校運営等 

・ 保護者・地域との連携を密にし、満足と信頼の確保に向けた取組の推進 

・ 教育活動・学校運営を継続的に改善していく活気ある明るい組織風土の醸成に向

けた取組の推進 

・ 過重労働緩和・総勤務時間縮減に向けた取組の推進 

 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

 

【アドミッション・ポリ

シー】 

・ 目標・目的意識をもって、本校で学び成長する意欲がある生徒 

 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

生徒の学び

の充実 

【活動指標】 

〇非常勤講師を含めたすべての教員が、ICTの活用や

アクティブラーニングの視点を取り入れた授業を行

うとともに、互いに協力し問題解決力を高める学習指

導を実施 

○人権学習会を2回以上実施する 

○登校指導を定期的に行う 

 

【成果指標】 

〇生徒アンケートで「授業の説明は丁寧で分かりやす

い」 95％ 

○生徒アンケートで「困難だと思うことでも、前向きに

考えて挑戦している」 ９５％ 

〇生徒アンケートで「授業で学習した内容は、今後役に

立つと思う」 95％ 

〇生徒アンケートで「総合的な探究の時間」における「取

 

各科目で実施できた 

ICT活用研修会を実施し、

学習指導の充実につなげ

た 

学習会を3回実施 

毎日実施 

 

 

９７．８％ 

 

９４．２％ 

 

９４．０％ 

 

９７．２％ 

 

◎ 

 

 

 

 

※ 



組満足度」 95％ 

○生徒アンケートで人権教育満足度 ９５％  

○日本語習得支援に係る授業への参加者５名以上  

○生徒アンケートで「働くこと」への理解度80％ 

 

 

１００％ 

8名 

８４．２％ 

改善課題 

・ 協働的な学びを通して、課題を解決していく力の育成が必要である。 

・ ４年間を見通したキャリア教育を計画するとともに、社会で活躍するために必要な力の育成が必要であ

る。 

・ 増加傾向にある外国籍生徒の指導の充実が課題である。 

 

 

（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

保護者・地

域との連携 

 

【活動指標】 

〇学校通信「道標(みちしるべ)」、「ほけんだより」を発行

し、ホームページにも掲載 

〇保護者対象の授業公開を年１回以上実施する 

〇中学校との情報共有を定期的に行う 

 

【成果指標】 

〇保護者アンケートで「学校通信により、学校の様子が

わかる」と回答した割合100％ 

 

 

毎月発行した 

 

年２回実施 

各学期に２回以上実施 

 

 

９７．０％ 

 

※ 

 

※ 

※ 

教職員の働

きがいの向

上 

【活動指標】 

〇毎週金曜日を定時退校日とし、設定した日の定時に退

校できた職員の割合100％ 

〇週1日以上の休養日を設定できた部活動の割合

100％ 

〇60分以内に終了した会議の割合90％以上 

 

【成果指標】 

〇一人当たりの月平均時間外労働時間30時間以下の

職員の割合100％ 

〇一人当たりの年間休暇取得日数を１５日以上 

〇月45時間を超える時間外労働者の延べ人数０人 

〇年360時間を超える時間外労働者の人数０人 

 

１００％ 

 

１００％ 

 

１００％ 

 

 

１００％ 

 

１６．２５日 

０人 

０人 

 

改善課題 

・ ９割以上の保護者が学校通信や保健便りを通して学校の様子がわかると回答しており、情報発信として

効果的であった。今後は、ホームページの内容も充実させ、多方面からの情報発信をしていく必要があ

る。 

・ 個別の支援が必要な生徒、外国籍生徒など多様な生徒に対応してくため、保護者、中学校、地域機関との

連携は不可欠である。今後も連携を密にして教育活動を進めていく必要がある。 



・ 特別支援教育、ICTの効果的な活用に関する校内研修を実施した。日々変化する生徒の状況を的確に把

握し、研修を設定するともに、校外研修も積極的に活用し、教育活動に生かしていくことが必要である。 

・ 日頃からの情報共有を密にすることで、生徒への迅速な対応につながるとともに、会議時間の短縮等教

職員の働き方の見直しにもつながった。様々な課題を的確に解決するため、今後も情報共有と課題意識の

共有に継続して取り組みことが必要である。 

 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・ 授業満足度は高く、生徒が学習に向かう環境は整っていると感じた。 

・ 人とのつながりにおける困り感を感じている生徒がいる可能性がある。アンケート

などを実施し、生徒の思いを共有して、生徒ともに対策を検討していくことも効果的

であると思う。 

・ 多様な生活背景をもつ生徒が、互いを尊重し楽しい学校生活が送れるようにしてほ

しい。 

・ 次の一歩を踏み出せない生徒に対しても、個々のペースで対応していただいてい

る。 

・ 多様な生徒に対応している教職員のメンタル面での負担も大きいと感じる。教職員

のメンタルケアにも十分配慮した学校運営を行うことが大切である。 

 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

・ 自己を表現することが苦手な生徒も多い。ICTを活用し、コミュニケーション能力の

向上に取り組む。 

・ 生徒が自己理解を深めるとともに、自らの将来を見据えた進路選択ができるよう、

それぞれの学年に応じたキャリア教育を進める。 

・ 今後も増加が見込まれる外国籍生徒に対して、日本語指導をより充実させるための

取り組みを継続して進める。 

 

学校運営について

の改善策 

・ 研修の充実を図り、多様な生徒に対する理解と対応力の向上を目指す。 

・ 夜間定時制の果たす役割を十分に共有するとともに、保護者や地域との連携を推進

し、社会で貢献できる人材の育成につなげる。 

・ 業務の効率化について、絶えず見直しを行い、働き方改革を推進するとともに、教

職員のメンタル面にも配慮し、組織的な学校運営ができるよう校内の体制を構築す

る。 

 

 


